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大豆収穫コンバイン作業開始！
撮影日：９月２４日㈫



　９月２日よりデントコーンの収穫作業を開始しました。２
台の自走ハーベスターにより約 280ha を収穫予定です。
本年の生育状況は、前年よりも 10 日～２週間早く、収量は
平年並みとなっています。
　ＴＭＲセンターは、随時、デントコーンの受入を進めており、
有機飼料バンカー４本、一般飼料バンカー３本を完了後、イ
アコーンの収穫を 10 月上旬に実施し、終了を予定しています。

　農作業事故が多発する農繁期に啓蒙活動を
通じて、農作業事故を目指す目的で９月 12
日～ 26 日にかけて延べ９日間で安全啓蒙の
地区巡回を営農課にて実施しました。
　今後、馬鈴薯・てん菜・大豆などの収穫作
業が、最盛期を迎えますので、農作業には十
分注意を頂き進めて頂きます様、宜しくお願
いします。

　令和６年産大豆のコンバイン収穫作業が、昨年より４日早い９月 20 日から始まりました。大豆生産組合では、３
集団で８台のコンバインの稼働により約
295ha の収穫を予定しています。
　収穫作業については、各集団にて適期収穫
に向けて進めていますが、馬鈴薯・てん菜・
雑豆などの収穫作業を考慮すると例年 11 月
中旬頃の収穫終了を予定しています。

デントコーンの収穫始まりました！

秋の農作業安全啓蒙を実施！

大豆のコンバイン収穫作業始まる！

　津別町では、農業労働力の減少が進む中、現在の生産規模維持・拡大するべく「コントラクターの強化」と「スマー
ト農業推進」に取り組み、馬鈴薯・てん菜生産における、省力化・効率化を図っています。
　ＪＡつべつでは、生産者の高齢化など将来の労働力不足に起因する不耕作地の発生を防止する観点から、平成 29
年に「津別町農業労働力支援協議会」を国の事業を活用して設立し、生産者へアルバイトを中心とした人事派遣（紹
介）を実施しています。
　人材の募集方法は、リピーターや取引先企業の声掛けや農業求人サイトの「あぐりナビ」や「おてつたび」といっ
たインターネット求人サイトも活用しています。
　又、生産者とのマッチングを行い、自治会長が過去に農業バイトとして津別町で働いていた縁で大阪の「北野自治
会」や令和４年に連携協定を結んだ「北見工業大学」留学生の募集を行って取組みを進めています。
　ＪＡつべつの支援として、宿泊先（北海道でてこいランド）の提供や交通費の一部助成を実施し取組みを進めてい
ます。
　現在、あぐりナビ、北見工大学生、東都生協、北野自治会、旅ワークなどの、農業支援が８月下旬より始まりまし
た。馬鈴薯コントラや津別町種子馬鈴薯耕作組合の各農家さんに出向いています。入れ替わりなが 10 月中旬まで農
業現場でお手伝いをしていただきます。

津別町農業労働力支援協議会 アルバイター受入！
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　９月 13 日津別中学校では、中学２年生の総合学習として「農業体験」が取り組まれており、今回２年生 33 人は、
７人から 10 人に分かれて４班にて畑作農家４戸で、今年最後の３回目の農家実習体験を実施しました。
　上里地区 佐野奈津子さんでは、選別倉庫内で「パプリカ」の選別及び梱包作業を体験し、商品の流れを学習しま
した。
　上里地区 ㈱希来里ファームでは、圃場にて「南瓜」収穫体験しました。南瓜を一個一個丁寧に傷つけないように
ミニコンテナに収穫致しました。
　活汲地区 近藤雅浩さんでは、鉄コンの組立作業をした後、種芋収穫の体験をしました。収穫時には、トラクター
による「選別作業」及び「鉄コン集荷」を体験致しました。
　布川の柏葉ファームさんでは、牛の「搾乳体験」のあと牧場にて、乳牛の生態等を柏葉宏樹さんから詳しく説明を
頂き有意義な研修となりました。
　４名の中学校教諭の方々も引率され、今年最後の農業実習を無事終了致しました。生徒の皆さん大変お疲れさまで
した。

　今春に承認された第 10 次農業振興計画の実践にあたり、ビジョンマッ
プの作製が、北海道教育大学岩見沢校内の「ＮＰＯ法人」に協力をいた
だき開始され、９月２日から４日まで太西准教授、酒井准教授と共に学
生６名の来町がありました。
　期間中は、ビジョンマップ作製のため、ＪＡにて振興計画の説明や実

際に農作業中の現地に入り農
家組合員と意見交換致しました。
　今回の現地視察を踏まえ、
更なる意見交換を継続し、ビ
ジョンマップ作製がされて行
く事となります。
　ビジョンマップとは、農業振興計画の内容を分かりやすくビジュアル
化したものです。
また、ご協力いただいている太西准教授の父親は、津別町出身のイラス
トレーター太西重成さんです。

中学２年生 第３回 農業体験学習を実施！

農業振興計画ビジョンマップの作製開始！

▲希来里ファームさん　南瓜の集荷作業 ▲柏葉ファームさん　搾乳牛 ▲柏葉ファームさん　乳牛の生態研修 ▲柏葉ファームさん　乳牛の生態研修

▲佐野奈津子さん　パプリカ梱包作業 ▲佐野奈津子さん　パプリカ梱包作業 ▲希来里ファームさん　南瓜の集荷作業 ▲希来里ファームさん　南瓜の集荷作業

▲近藤雅浩さん　種いも鉄コン組み立て作業 ▲近藤雅浩さん　種いも選別収穫作業 ▲近藤雅浩さん　種いも鉄コン収穫作業 ▲佐野奈津子さん　パプリカ計量選別作業
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　９月 14 日㈲だいち裏の青年部畑で
南瓜収穫と稲刈りの収穫体験を行い
ました。参加者は青年部４名・ＪＡ
職員３名・子供達 16 名の合計 23 名
でした。
　池田青年部長の挨拶の後、子供た
ちは、青年部のお兄さんに教えても
らいながら「稲刈り収穫」や「南瓜
収穫を」体験し楽しみました。
　今年の夏は暑く、残暑も続いてお
り当日は晴れていましたので、半袖
Ｔシャツ姿で汗をかきながら子供た
ちは収穫体験を行っていました。
　次回は、今回鉄コンテナの上に干
した稲の脱穀作業を 10 月 12 日に予
定しています。

アソビバ！つべつ
青年部と一緒に「稲刈り」と「南瓜収穫」を体験！

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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　津別神社秋季例大祭は、コロナ禍を経て５年ぶりの復活を願い、晴天に恵まれ、９月９日宵宮祭、10 日大祭式が、
行われました。
　神輿渡御については、各お休み所を順次渡御し、10 日
午後４時頃に「ＪＡつべつ」に、神輿渡御が到着し、佐
野成昭組合長及びＪＡ職員の出席のもと、津別神社阿部
神主の祝詞奏上に続き、佐野組合長が代表して「五穀豊穣」
と「農作業安全」を祈願し、玉串奉奠により参拝致しま
した。
　秋季例大祭は、永く受け継がれてきた伝統行事であり、

「町の平安」「五穀豊穣」と「商売繁盛」更には、町民皆
のお幸せを祈願するものです。
　各企業及び各自治会の皆様の御寄付により、大神輿、
子供神輿、伝統の駒踊り、餅まき、余興（オカリナ演奏・
カラオケ大会）などが行われ、５年ぶりに「巫女の舞」
も復活し、盛大に祭りを終えました。

津 別 神 社 秋 季 例 大 祭
５年ぶりに神輿渡御威勢よく復活し「五穀豊穣」を祈願する！

ＪＡへの就職希望者

１００%就職（令和５年度実績）

令和７年度第２回学生募集
●定員４０名 ●男女共学 ●１カ年

●寮完備 （個室） ●通学制開始

●受験資格 ： 満２７歳未満 （令和６年４月１日現在）

大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込

●試験日 ： １２月７日 （土）

●願書受付 ： １０月１日（火）～１１月２２日（金）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中

ＪＡグループ職員養成校 令和７年度より通学制開始

ＪＡカレッジ
一般財団法人

北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417 Ｊ Ａ カ レ ッ ジ
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　国営農地再編事業は、実施施工の最終年を
迎え、小麦収穫後の工事の繁忙期を迎えてい
ます。
　平成 27 年度より工事がスタートし９年目
を迎え、受益面積 2,425ha、事業費 175 億円
を費やし工事が完了する予定です。
　本町産業の中心である農業基盤整備の推進
は、農業者の生産性及び作業効率の向上及び
担い手農家への経営意欲にも大きく貢献する
ものであり、中山間地域において、より必要
不可欠な事業であります。
　今後、年度末に向けて換地業務の整備を進
めるとともに、来年度の農家負担金の最終精
査を行います。
　この間、工事に携わった受益農家及び開発
局様、津別町及び関係機関に深く感謝申し上
げます。

「国営事業」施工最終年を迎えて施工急務！

▲農地の石礫を除去する複数のバックホー

第２０回 ＪＡつべつ杯 パークゴルフ大会を開催しました !!
　９月７日（土）津別町ふれあい公園パークゴルフ場にて、津別町パークゴルフ協会の後援をいただき『第 20 回Ｊ
Ａつべつ杯パークゴルフ大会』を開催しました。参加人数は、男性 29 名、女性 11 名の合計 40 名でした。本大会は、
スポーツを通じて健康維持並びに『農業への関心とＪＡ事業へのご理解』を町民へ広くＰＲする事を目的に開催して
います。
　今年の夏は晴天に恵まれ、パークゴルフには最適の大会となりました。開会式では、中西参事が日頃のＪＡ事業へ
の理解と協力に対して感謝を述べ挨拶を行った後大会がスタートし、参加者は水分補給をしながら日頃の練習の成果
を発揮し、熱戦を繰り広げたようです。ホールインワン数は４本でした。

男性の部	 	 女性の部
優　勝：幅口　　功（89）　５　位：高橋　勝英（96） 優　勝：渡部小夜子（105）　５　位：石川　峯子（110）
準優勝：三島　宏章（92）　６　位：渡辺　　教（98） 準優勝：佐藤　朝代（108）　６　位：斉藤　清子（112）
３　位：高橋　　進（94）　７　位：横山　孝夫（98） ３　位：赤池　奎子（109）　７　位：篠原由紀子（115）
４　位：阿部　八郎（94） ４　位：佐野　信子（109）

●ホールインワン賞　　幅口　功・高橋　勝英・濁沼　正勝・佐野　信子
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畑　作　物
【秋まき小麦】
雪腐病防除

　ここ数年は雪腐病の被害による廃耕は極めて少ない状況ですが、近年気象変動が激しい中にあって、

少なからず発生の見られる圃場はあります。

　今後も雪腐病の防除に当たっては徹底し、良質麦の安定生産を図って下さい。薬剤の散布から根雪ま

での期間が長い場合、防除効果が低下するので注意が必要です。散布は、より根雪に近い時期が効果的

です。なお、残効性に優れる薬剤を用いた早期薬剤散布が可能となっているので、平成26年普及推進事

項を参考に、定められた使用回数に留意して確実に防除して下さい。

　また、散布後の積算降水量が下表の降水量を超えた場合、再散布も検討して下さい。

小麦の雪腐黒色小粒菌核病および雪腐大粒菌核病に対する殺菌剤の残効性と防除時期
対 象 病 害 薬 剤 名 ・ 倍 率 積算降水量・日最大降水量 防除時期（例）

雪腐黒色小粒菌核病
フロンサイド水和剤・1000倍 120㎜　　　65㎜

100㎜　　　40㎜
11月

2～3半旬
シルバキュアフロアブル・2000倍

雪 腐 大 粒 菌 核 病
フロンサイド水和剤・1000倍 120㎜　　　65㎜

80㎜　　　40㎜トップジンＭ水和剤・2000倍

小麦雪腐褐色小粒菌核病および褐色雪腐病に対する殺菌剤の残効性と防除時期
対 象 病 害 薬 剤 名 ・ 倍 率 積 算 降 水 量 防除時期（例）

雪腐褐色小粒菌核病 フロンサイド水和剤・1000 倍
シルバキュアフロアブル・2000 倍

150㎜
85㎜ 11月

2～3半旬
褐 色 雪 腐 病 ランマンフロアブル・1000倍 150㎜
※過去30年間で最も早い根雪始（訓子府町11月17日）

有機物の有効利用

　畑に有機物は投入されていますか？

　2023年からウクライナ情勢等による農業資材の高騰により、特に海外から輸入に頼っている肥料原

料の高騰で通常使用している化学肥料が倍近くの価格になりました。現在は肥料価格も若干は緩和され

てきましたがまだまだ元の価格には及びません。

　肥料コストを節約するにも現在作付けされている作物は、それなりに肥料養分を必要とする品種に改

10月中旬～根雪までの営農技術
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良されてきていますので、単純に施肥量を減らすわけにはいきません。そこで地域にある資源（堆肥）

の利用を考えてみて下さい。完熟堆肥１ｔに含まれる窒素リン酸カリの量は窒素5㎏：リン酸5㎏：カリ

4㎏程度です。このうち次作に肥料成分として効果を示すのは窒素1㎏：リン酸0.6kg：カリ4㎏程度で

す。わずかではありますが、併せて土壌への有機質補給や保肥力・保水力の改善につながることを考え

れば有効な資材です。これを2ｔ施用すれば、施肥要素の窒素2kg、リン酸1.2kg、カリ8kg程度を低減

することができます。肥料高騰の折り、利用しない手はないと思います。

　堆肥は最低でも１ｔ/10a施用することで地力を維持することができます。施用されていないとすれば

地力は、どんどん下がってしまい、肥料分や土壌水分を土壌中に蓄えておくことも、適度に土壌水分を

放出する力も失ってしまいます。そこに適量な肥料を施用したとしても、降雨が続くときに土層深く流

出してしまい、作物が利用できなくなったり、地下水に流れ出て、水質汚染にもつながりかねません。

土壌に肥料をとどめる力（保肥力）、水分をとどめる力（保水力）を増加させるためには有機物は重要

な役割を果たします。

　今一度堆肥等有機物の投入について検討してみて下さい。

【てんさい】
（１）地力の維持・増進

地力の維持増進を図るため、茎葉の鋤込みは収穫直後に行い、分解を促進できるようにして下さ

い。ただし土壌水分が多いときなど、土壌の物理性を悪化させるような条件では、無理して鋤込む

必要はありません。

（２）翌年の作付予定圃場の準備

てんさいは土壌水分過多の圃場を嫌います。翌年にてんさいの作付けを計画している圃場では、

サブソイラ等による排水対策、及び石灰質資材の投入など適切な酸度矯正を行っておく必要があり

ます。

床土を保管される場合は、土壌水分を30％程度とし、被覆して凍結や雨水の浸入を防いで下さい。

本年も連作圃場では褐斑病が多発しました。高温・多湿で褐斑病にとっては最高の環境でしたが、

防除の徹底によって大きな拡大は見られませんでした。

現在褐斑病は発生してから効果のある薬剤が無いため、予防防除するしかありません。連作する

と間違いなく本年の再現となります。連作を避けた作付け計画を検討して下さい。

【そば（夏まき）の収穫】
　7月下旬、8月上旬に播種したそばの収穫時期となります。播種から72日くらいで収穫は可能となる

ことから8月1日に播種したとすれば10月10日頃には収穫できる成熟を迎えています。ただし、収穫時

に葉が残っていると葉と共に排出される実があることから、葉落ちのタイミングも重要となります。そ

ばの実は時期が来ると自然落果することや、穂発芽するためいつまでも置いておくわけにもいきません。

成熟適期を見極め、早めの収穫をお願いします。
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つ
い
て

協
議
事
項

①
下
期
事
業
推
進
方
策
に
つ
い
て

②
対
策
組
合
員
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

③
津
別
町
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

④
つ
べ
つ
産
業
祭
り
に
つ
い
て

⑤
３
Ｊ
Ａ
理
事
・
監
事
連
絡
協
議
会
の
合
同
開
催
に
つ
い
て

第
八八
回
理
事
会
報
告

令
和
６
年
９
月
26
日

開
催
日

第４回　囲　碁　大　会
開 催 日：令和６年９月９日（月）
開催場所：ＪＡつべつ　和室

優　勝   三島　宏章　五段格　【３勝０分】
準優勝　今井　　保　三　段　【２勝１負】
３　位　下川　敏章　五段格　【２勝１負】

第５回　パークゴルフ大会
開 催 日：令和６年９月19日（木）
開催場所：豊永　さくら・いちいコース

優　勝：鍛冶　博光（105）　５　位：井上　俊之（110）
準優勝：石塚　征勝（107）　６　位：幅口　　功（111）
３　位：濁沼　正勝（108）　７　位：相馬　　有（111）
４　位：杉淵　誠一（109）

優　勝：佐藤さより（120）　５　位：石川　峯子（124）
準優勝：笠井キヨ子（122）　６　位：佐藤　朝代（126）
３　位：細川　芳子（123）　７　位：館野ヨシ子（126）
４　位：佐野　信子（124）

●ホールインワン賞　杉渕　誠一（さくらＡ－2）
●グロス１位　男性：鍛冶　博光（93）　女性：斉藤　清子（110）

男
性
の
部

女
性
の
部
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お問合せ先：JAつべつ 営農部営農課　☎0152-76-3322
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ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

第２回 東野ひでき氏の主張と人柄紹介

　我が国の農業・地域社会を取り巻く環境は大きな転換期を迎えております。
　超高齢化社会の到来による人口の減少や、国際情勢の不安定化、地球温暖化による
気候変動、環境問題への関心の高まり等のなか、食料・農業・農村基本法が四半世紀ぶ
りに改正されました。
　生産現場においては、担い手や農地面積の減少による生産基盤の脆弱化、肥料・飼
料・燃油など生産資材の高騰等により、今なお先が見えない不安が広がっております。
　今こそ、農業者やＪＡ役職員さらには地域住民が将来にわたり希望の持てる食料・農
業・農村政策の確立が不可欠であると考えます。
　今後、皆様のところにできるだけ多く足を運び、真摯に皆様の声に耳を傾け、より理解
を深め、生産現場の思い、ＪＡグループのその声を国政に届けなくてはならない、その使
命感に今みち溢れております。また、努力を惜しまない覚悟であります。
　専業農家、ＪＡ組合長としての経験を生かし、『農業者・ＪＡとともに､まっすぐな農政！』
を合言葉に、農業者および地域が夢や希望を叶えることができるよう、全力で取り組ん
でまいりますので、皆様方のご指導
ご鞭撻をお願い申し上げます。

【ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて】と題し､農政活動や参議
院選挙の仕組みなどを､来年夏頃まで連載いたします。次回（第３回）は､
東野ひでき北海道後援会の取組みについて紹介します。

東野ひでき公式
LINEアカウントへの

登録はこちらから

東野ひでき北海道後援会

■プロフィール
　昭和46年11月､名寄市生まれ。
　名寄高校､拓殖大学北海道短期大学（農業経済科）
　卒業後､稲作農家の5代目として就農。
　平成15年 風連町農協 青年部長､
　平成21年 ＪＡ道北なよろ 理事､
　平成27年 ＪＡ道北なよろ 代表理事専務､
　平成29年 ＪＡ道北なよろ 代表理事組合長､
　令和3年 北海道厚生農業協同組合連合会 理事､
　令和5年 ＪＡ道北なよろ 会長理事､ホクレン農業
　協同組合連合会 代表監事
■家族構成
　両親､妻､息子夫婦､孫3人の9人家族
■経営概況
　稲作(もち米)17ha､小麦2ha､アスパラガス､寒締めほうれん草､スィートコーン､切り花､薬用作物
■座右の銘
　置かれた場所で咲く
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10月16日 水 11月 1日 金 経営会議

17日 木 2日 土 第一閉庁日

18日 金 四次システム検討会 3日 日 文化の日

19日 土 4日 月 振替休日

20日 日 5日 火

21日 月 畜産協会視察～23日 6日 水

22日 火 7日 木 年金友の会ゲートボール大会

23日 水 8日 金

24日 木
総務常任委員会大会・企画会議 9日 土

年金友の会パークゴルフ大会 10日 日

25日 金 農産事業運営委員会・農協連他監査 11日 月

26日 土 12日 火 年金友の会囲碁大会

27日 日 東京つべつ会総会 13日 水 企画会議

28日 月 14日 木

29日 火 理事会 15日 金

30日 水 振興局との対話協議 16日 土

31日 木 17日 日

1010月下旬・月下旬・1111月上旬の主な行事月上旬の主な行事

発 行　津別町農業協同組合　〒092-0231 北海道網走郡津別町字大通30番地1
 　　　TEL0152-76-3322 FAX0152-76-3594　金融共済課直通電話 0152-77-3170
印 刷　有限会社 サンケイプリント社 http://www.jatsubetsu.or.jp
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